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女子差別撤廃条約 

                                令和元年１１月 

                                                            外務省女性参画推進室  

１ 条約の概要 

（１）正式名称 

「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」 

（Convention on the Elimination of All Forms of Discrimination against Women: CEDAW） 

 

（２）概要 

男女の完全な平等の達成に貢献することを目的として，女子に対するあらゆる差別を撤廃するこ

とを基本理念とする。「女子に対する差別」を定義し，締約国に対し，政治的及び公的活動，並びに

経済的及び社会的活動における差別の撤廃のために適当な措置をとることを求めている。  

  

２ 条約の採択・発効 

1979 年 12 月 18 日  第 34 回国連総会において採択（賛成 130（我が国含む），反対 0，棄権 11） 

1980 年 3 月 1日  署名のため開放 

1981 年 9 月 3日  発効 

（20 番目の批准・加入国（セントヴィンセント及びグレナディーン）の加入書寄 

託日の後 30 日目） 

 

３ 我が国の署名・批准 

1980 年 7月 17 日 署名 

（デンマークで開催された国連婦人の十年中間年世界会議の際，高橋駐デンマー 

ク大使（当時）が署名） 

1985 年 6月 24 日 第 102 回通常国会において承認 

1985 年 6月 25 日 批准 

（科学万博賓客として来日中のデクエヤル事務総長（当時）に対し，安倍外務大

臣（当時）から批准書を寄託） 

1985 年 7月 25 日 効力発生 

 

４ 条約批准状況 

2019 年 9月現在 締約国数：189 か国 

 

５ 我が国の条約実施状況報告 

1987 年 3 月 13 日 第 1 回政府報告提出 

1988 年 1 月 18～19 日 第 1 回政府報告審査（第 7回女子差別撤廃委員会会期） 

1992 年 2 月 21 日 第 2 回政府報告提出 

1993 年 10 月 28 日 第 3 回政府報告提出 

1994 年 1月 27～28 日 第 2・3 回政府報告審査（第 13 回女子差別撤廃委員会会期） 
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1998 年 7月 25 日  第 4 回政府報告提出 

2002 年 9月 13 日    第 5 回政府報告提出 

2003 年 7月 8 日     第 4・5回政府報告審査（第 29 回女子差別撤廃委員会会期） 

2008 年 4 月 30 日     第 6 回政府報告提出 

2009 年 7 月 23 日     第 6 回政府報告審査（第 44 回女子差別撤廃委員会会期） 

     8 月 7日        第 6 回政府報告に関する女子差別撤廃委員会の最終見解公表          

2011 年 8月 5 日      上記最終見解に対する日本政府コメント提出 

2012 年 11 月 1日     上記最終見解に対する日本政府コメントに係る追加的情報提出 

2014 年 9 月 5日 第 7・8 回政府報告提出 

2015 年 7 月 27 日    第 7・8回政府報告プレ審査（政府は参加不可。ＮＧＯは参加可） 

2016 年 1 月 29 日    第 7・8回政府報告に関する委員会からの質問事項への回答提出 

2016 年  2 月 16 日    第 7・8回政府報告審査 

3 月 7 日   第 7・8回政府報告に対する女子差別撤廃委員会の最終見解公表 

 

６ 条約の構成 

全文，本文 30 ヵ条及び末文により構成 

【主な内容】 

第 1, 4 条  差別の定義 

第 2, 3, 5, 6 条  一般的義務 

第 7条   政治的、公的活動への参加に関する平等 

第 8条   国際会議等への参加に関する平等 

第 9条   国籍の取得、変更、保持に関する平等 

第 10 条   教育を受ける機会に関する平等 

第 11 条   労働・雇用に関する平等 

第 12 条   保健に関する平等 

第 13 条   その他の経済的・社会的分野に関する平等 

第 14 条   農山漁村における差別の撤廃 

第 15 条   法律の前の男女平等 

第 16 条   婚姻及び家族関係にかかわる差別の撤廃 

第 17～22 条  女子差別撤廃委員会等 

第 23～30 条  手続事項等                                    

 

７ 女子差別撤廃条約選択議定書  

条約に定められている権利の侵害を，個人等が女子差別撤廃委員会に通報し，この通報を委員会が

検討の上，委員会としての見解を締約国に通知する制度，いわゆる個人通報制度を定めたもの。日

本は締結していない。1999 年 10月 6日第 54回国連総会において採択，2000 年 12月 22日発効した。

締約国数は 113 カ国（2019 年 9 月現在）。 

 

 

（了） 
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女子差別撤廃委員会 

 

令和元年１１月 

外務省総合外交政策局 

女性参画推進室 

 

１ 設立の経緯 

女子差別撤廃委員会（Committee on the Elimination of Discrimination 

against Women)は，女子差別撤廃条約の実施に関する進捗状況を検討するため，

同条約第１７条に基づき設置された。１９８２年４月，同委員会委員の第１回選

出が行われた。 

 

２ 委員会の機能 

（１）毎年３回会合（会期は３～４週間）を開催し，締約国が提出する同条約

の実施のために講じた立法上，司法上及び行政上の措置等に関する報告

（各締約国は条約の発効後１年以内，その後は少なくとも４年毎に同委

員会へ提出することが義務づけられている）を検討する。なお，２０１

０年以前は，委員会の会期を締約国が柔軟に決定することを認める条約

第２０条１改正が発効するまでの暫定的措置として，会合の開催頻度は

年２回であったが，２０１０年以降は１年に３回開催している。 

（２）委員会の活動につき，経済社会理事会を通じて国連総会に報告する。 

（３）締約国から得た報告及び情報の検討に基づき，提案及び一般的な性格を

有する勧告を行う。 

（４）同条約選択議定書に基づく個人からの通報を検討する。 

 

３ 委員会の構成 

（１）締約国により選ばれた，徳望が高くかつ同条約の対象とされる分野にお

いて十分な能力を有する２３名の個人資格の専門家により構成される。 

（２）委員は同条約の締約国会合で行われる選挙により選出され，任期は４

年。２年毎に委員の半数（１１名ないし１２名）を改選する。次期選挙

は，２０２０年６月で，任期は２０２１～２０２４年。 

（３）我が国からは，２０１９年１月より秋月弘子委員が現職（任期は２０２

２年末まで）。 

 

【参考】これまでの我が国出身の委員 

赤松良子元文部大臣(１９８７年～１９９４年) 

佐藤ギン子元証券取引等監視委員長(１９９５年～１９９８年) 

多谷千香子旧ユーゴ国際刑事裁判所訴訟判事(１９９９年～２００１年１０月) 

齋賀富美子人権担当大使(２００１年１１月～２００７年) 

林陽子弁護士(２００８年～２０１８年) 

                                （了） 
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１
．
個
人
通
報
制
度
と
は
、
人
権
諸
条
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
の
侵
害
の
被
害
者

と
主
張
す
る
個
人
等
が
、
条
約
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
通
報
し
、
委
員
会
は

こ
れ
を
検
討
の
上
、
見
解
又
は
勧
告
を
各
締
約
国
等
に
通
知
す
る
制
度
。

２
．
委
員
会
の
見
解
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
基
本
的
に
、
締
約
国
は
見
解
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
る
。

３
．
通
報
者
は
、
国
内
の
救
済
措
置
（訴
訟
等
）を
尽
く
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
通
報
は
、

個
人
通
報
制
度
を
受
け
入
れ
て
い
る
国
に
関
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
．
我
が
国
が
締
結
し
て
い
る
人
権
諸
条
約
の
う
ち
、

（１
）自
由
権
規
約
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
、
児
童
の
権
利
条
約
、
障
害
者
権
利
条
約
、

社
会
権
規
約
に
つ
い
て
は
、
選
択
議
定
書
に
お
い
て
個
人
通
報
制
度
を
規
定
。

（２
）ま
た
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
１
４
条
、
拷
問
等
禁
止
条
約
第
２
２
条
、

強
制
失
踪
条
約
第
３
１
条
の
よ
う
に
、
条
約
中
の
選
択
条
項
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。

個
人
等
が
委
員
会
へ

通
報

委
員
会
に
よ
る
検
討

●
受
理
可
能
性
の
検
討

●
委
員
会
が
締
約
国
に
暫
定
措
置

に
関
す
る
見
解
を
出
す
場
合
あ
り

●
条
約
違
反
の
有
無
の
検
討

委
員
会
に
よ
る

見
解
等
の
通
知

（
条
約
違
反
あ
り
の
場
合
に
は
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
続
へ
。
）

委
員
会
か
ら
締
約
国

へ
の
注
意
喚
起

●
締
約
国
が
書
面
に
よ
る
主
張
（
反

論
等
）
を
提
出

個
人
通
報
制
度
（概
要
）

２
０
１
９
年
１
１
月

外
務

省
人
権
条
約
履
行
室

制
度
の
概
要

1
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政
府
の
立
場

①
個
人
通
報
制
度
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
実
施
の
効
果
的
な
担
保
を
図
る
と
の
趣
旨
か
ら
注
目
す
べ
き
制
度
と
認
識
。

②
個
人
通
報
制
度
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
の
司
法
制
度
や
立
法
政
策
と
の
関
連
で
の
問
題
の
有
無
及
び
個
人
通
報
制
度
を

受
け
入
れ
る
場
合
の
実
施
体
制
等
の
検
討
課
題
が
あ
る
と
認
識
。

③
個
人
通
報
制
度
の
受
入
れ
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
､政
府
と
し
て
真
剣
に
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

2

各
国
の
状
況

G
7

露
豪
N Z
中
韓

各
条
約

締
約
国

数

個
人
通
報
制
度

受
入
れ
国
数

日
米
独
仏
英
伊
加

自
由

権
規

約
○
○
個
個
○
個
個
個
個
個
×
個

１
７
３

１
１
６

社
会

権
規

約
○
×
○
個
○
個
○
○
○
○
○
○

１
７
０

２
４

女
子
差
別
撤
廃
条
約

○
×
個
個
個
個
個
個
個
個
○
個

１
８
９

１
１
３

児
童
の
権
利
条
約

○
×
個
個
○
個
○
○
○
○
○
○

１
９
６

４
６

人
種
差
別
撤
廃
条
約

○
○
個
個
○
個
○
個
個
○
○
個

１
８
１

５
９

拷
問
等
禁
止
条
約
○
○
個
個
○
個
個
個
個
○
○
個

１
６
８

６
９

障
害
者
権
利
条
約

○
×
個
個
個
個
個
○
個
個
○
○

１
８
０

９
５

強
制

失
踪

条
約

○
×
個
個
×
○
×
×
×
×
×
×

６
２

２
１

個
：個
人
通
報
制
度
を
受
入
れ
済
み

○
：条
約
本
体
の
み
締
結
済
み
（
個
人
通
報
制
度
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
）
国

×
：条
約
本
体
未
締
結

（
２
０
１
９
年
９
月
３
０
日
時
点
）
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開
発
協
力
大
綱
（

2
0

1
5
年

2
月
閣
議
決
定
）

女
性
の
参
画
の
促
進
を
重
点
課
題
と
し
て
、

女
性
の
能
力
強
化
、
女
性
の
権
利
の
尊
重
を
明
記

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（

S
D

G
 s
）

（
2

0
1

5
年

9
月
採
択
）

ゴ
ー
ル
５

: 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
能
力
強
化

女
性
及
び
女
児
に
対
す
る
差
別
、
暴
力
の
根
絶

・
女
性
に
や
さ
し
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
例
：
女
子
ト
イ
レ
、
女
性
専
用
車
両
等
の
整
備
）

・
紛
争
下
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

・
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
の
確
保
（
例
：
保
健
サ
ー
ビ
ス
強
化
、
母
子
手
帳
等
）

女
子
教
育
（
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
（

S
T

E
M
）
分
野
含
む
）
の
推
進
・
強
化

（
例
：
女
性
工
学
系
教
員
の
育
成
、
女
性
の
理
工
系
研
究
者
へ
の
支
援
）

・
職
業
訓
練
支
援
、
科
学
・
技
術
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
の
拡
大

・
無
償
ケ
ア
労
働
の
省
力
化

・
紛
争
予
防
、
紛
争
解
決
、
平
和
構
築
分
野
に
お
け
る
女
性
の
人
材
育
成

②
女
性
の
能
力
発
揮
の
た
め
の
基
盤
の
整
備

女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
推
進

・
女
性
の
政
治
・
公
共
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
・
推
進
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化

・
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
・
緊
急
支
援
、
意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
推
進
、

防
災
分
野
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
（
例
：
防
災
分
野
の
女
性
行
政
官
へ
の
研
修
事
業
）

③
政
治
、
経
済
、
公
共
分
野
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上

重 点 分 野 と 具 体 的 な 取 組 例

①
女
性
と
女
児
の
権
利
の
尊
重
・
脆
弱
な
状
況
の
改
善

女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
開
発
戦
略

（
2

0
1

6
年

5
月
策
定
）
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⑦
女
性
の
た
め
の
衣
類
製
作
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
設
立
（
エ
チ
オ
ピ
ア
）

④
避
難
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
紛
争
の
影
響
下

に
あ
る
避
難
女
性
及
び
受
入
側
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
緊
急
対
応
（
南
ス
ー
ダ
ン
）

⑤
課
題
別
研
修
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
多
様
性

か
ら
の
災
害
リ
ス
ク
削
減
（
防
災
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
，
ア
ジ
ア
）

⑧
ア
セ
ア
ン
地
域
の
工
学
系
高
等
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
（
女
性
工
学
系

教
員
の
育
成
）

③
男
女
共
同
参
画
視
点
に
立
っ
た

農
業
普
及
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ケ
ニ
ア
）

②
市
民
と
平
和
の
た
め
の
警
察
研
修

実
施
能
力
強
化
事
業
（
女
性
警
察
官

育
成
を
含
む
／
コ
ン
ゴ
民
）

①
デ
リ
ー
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
建
設
事
業

（
女
性
に
や
さ
し
い
イ
ン
フ
ラ
／
イ
ン
ド
）

女
性
の
活
躍
推
進
の
た
め
の
日
本
の
開
発
協
力


途
上
国
の
女
性
た
ち
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
，
①
女
性
と
女
児
の
権
利
の
尊
重
，
②
女
性
の
能
力
発

揮
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
，
③
政
治
，
経
済
，
公
共
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
を

重
点
分
野
と
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。


２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の
３
年
間
で
，
当
分
野
に
お
い
て
３
０
億
ド
ル
超
の
支
援
（
二
国
間
O
D
A
及

び
国
際
機
関
を
通
じ
た
支
援
）を
行
う
こ
と
を
表
明
し
，
着
実
に
実
施
し
た
。

権
利
の

尊
重

能
力
発
揮
の
た
め

の
基
盤
整
備

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
向
上

１

２
３

５

６

７

※
U
N
W
O
M
E
N
を
通
じ
た
支
援

⑥
第
三
保
健
地
域
母
と
子
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
）

⑪
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
生
計
向
上
の
た
め
の

能
力
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（ヨ
ル
ダ
ン
）

１
１

⑨
一
村
一
品
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
小
規
模
ビ

ジ
ネ
ス
振
興
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
キ
ル
ギ
ス
）

８

⑩
プ
ノ
ン
ペ
ン
前
期
中
等
教
育
施
設

拡
張
計
画
（
女
子
の
学
習
環
境
改
善
／

カ
ン
ボ
ジ
ア
）

１
０

９

４

7



外
務
省
総
合
外
交
政
策
局

女
性
参
画
推
進
室

2
0

1
9
年

7
月

女
性
・
平
和
・
安
全
保
障

（W
o

m
en

, P
ea

ce
 a

n
d

 S
ec

u
ri

ty
: Ｗ
Ｐ
Ｓ
）

に
関
す
る
国
連
安
保
理
決
議

と
「行
動
計
画
」に
つ
い
て

8



女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
（

W
o

m
e

n
, P

e
ac

e
 a

n
d

 S
e

cu
ri

ty
:Ｗ
Ｐ
Ｓ
）

に
関
す
る
安
保
理
決
議
第

1
3

2
5
号
と
は

2
0

0
0
年
に
平
和
・安
全
保
障
の
文
脈
に
「女
性
」を
関
連
づ
け
た
初
め
て
の

安
保
理
決
議
第

1
3

2
5
号
が
採
択
さ
れ
た
。
議
長
国
は
ナ
ミ
ビ
ア
。
同
決
議
で

は
，
紛
争
下
に
お
い
て
女
性
・女
児
と
男
性
・男
児
が
受
け
る
不
均
衡
な
影

響
（イ
ン
パ
ク
ト
）を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
女
性
・女
児
は
紛
争
下
の
性
的
暴

力
か
ら
の
保
護
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
平
和
・安
全
保
障
の
主
体
者
と
認

識
。
性
差
に
よ
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
，
紛
争
予
防
・紛
争
解
決
・
和
平
交

渉
・平
和
維
持
活
動
・平
和
構
築
・ガ
バ
ナ
ン
ス
の
全
て
の
段
階
の
意
思
決

定
及
び
主
体
と
し
て
女
性
の
平
等
で
十
全
な
参
画
を
要
請
。
さ
ら
に
，
人
道

支
援
，
復
興
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
，
女
性
の
人
権
の
保
護
及
び

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
促
進
を
要
請
。

安
保
理
決
議
第

1
3

2
5
号
（

2
0

0
0
年
）及
び

9
本
の
関
連
決
議
履
行
の
た
め
、
女
性
・
平
和
・安

全
保
障
に
関
す
る
「行
動
計
画
」策
定
・実
施
を
国
連
加
盟
国
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

9



女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）
に
関
す
る
安
保
理
決
議
（
９
本
）

安
保
理
決
議

概
要

決
議
第
１
３
２
５
号

（
２
０
０
０
年
）

国
際
的
な
平
和
と
安
全
保
障
の
文
脈
に
「女
性
」を
関
連
づ
け
た
初
の
安
保
理
決
議
。
紛
争
下
に
お
い
て
女
性
・女
児
と

男
性
・男
児
が
受
け
る
不
均
衡
な
影
響
（イ
ン
パ
ク
ト
）を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
女
性
の
保
護
及
び
紛
争
予
防
・紛
争
解

決
・和
平
プ
ロ
セ
ス
・紛
争
後
の
平
和
構
築
・ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
意
思
決
定
の
全
て
の
段
階
に
お
け
る
女
性
の
平
等

で
十
全
な
参
画
を
要
請
。
さ
ら
に
，
紛
争
下
の
性
的
暴
力
か
ら
の
女
性
の
保
護
，
Ｐ
Ｋ
Ｏ
，
平
和
構
築
活
動
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
，
女
性
の
人
権
の
保
護
，
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
促
進
を
要
請
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要
員
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
修
，
人
道
・復
興
支
援
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
配
慮
。

決
議
第
１
８
２
０
号

（
２
０
０
８
年
）

紛
争
下
の
性
的
暴
力
を
平
和
と
安
全
保
障
の
重
要
課
題
，
戦
争
犯
罪
と
し
て
明
示
的
に
認
識
し
た
初
の
安
保
理
決
議
。

政
治
的
・軍
事
的
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
武
装
勢
力
に
よ
る
文
民
に
対
す
る
性
的
暴
力
行
使
の
停
止
，
紛
争
加
害
者

に
よ
る
性
的
暴
力
に
関
す
る
不
処
罰
の
終
焉
と
文
民
の
効
果
的
な
保
護
を
要
請
。
さ
ら
に
，
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
対
し
，
職
員
研
修
，

平
和
活
動
へ
の
よ
り
多
く
の
女
性
派
遣
，
性
的
搾
取
と
虐
待
（Ｓ
Ｅ
Ａ
）の
ゼ
ロ
・ト
レ
ラ
ン
ス
政
策
の
徹
底
，
国
内
機
関
の

能
力
強
化
等
を
通
じ
た
性
的
暴
力
防
止
及
び
対
処
の
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
を
要
請
。

決
議
第
１
８
８
８
号

（
２
０
０
９
年
）

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
及
び
効
果
的
な
支
援
メ
カ
ニ
ズ
ム
構
築
を
通
じ
た
安
保
理
決
議
第
１
８
２
０
号
の
履
行
を
強
化

す
る
安
保
理
決
議
。
紛
争
下
の
性
的
暴
力
の
対
応
と
し
て
，
主
に
国
連
の
機
関
間
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
あ
る

U
N

A
ct

io
n

 
A

ga
in

st
 S

ex
u

al
 V

io
le

n
ce

 in
 C

o
n

fl
ic

tを
通
し
て
各
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
力
・調
整
し
て
取
り
組
む
た
め
の
事
務
総

長
特
別
代
表
の
任
命
（Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｇ
），
性
的
暴
力
が
起
き
て
い
る
地
域
へ
の
専
門
家
（Ｔ
Ｏ
Ｅ
）・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
チ
ー
ム
の
早

急
な
派
遣
を
要
請
。
さ
ら
に
，
和
平
交
渉
に
お
い
て
性
的
暴
力
問
題
を
取
り
上
げ
，
性
的
暴
力
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る
ほ
か
，
紛
争
の
傾
向
と
加
害
者
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
及
び
報
告
制
度
の
改
善
を
要
請
。
（な

お
，
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
の
議
長
の
下
で
採
択
さ
れ
た
。

決
議
第
１
８
８
９
号

（
２
０
０
９
年
）

安
保
理
決
議
第
１
３
２
５
号
に
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
紛
争
後
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
・平
和
構
築
へ
の
女
性
の
参
画
の
際

の
障
害
に
対
処
す
る
た
め
の
安
保
理
決
議
。
国
連
事
務
総
長
に
対
し
，
安
保
理
決
議
第
１
３
２
５
号
の
履
行
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
す
る
た
め
の
国
際
的
な
一
連
の
指
標
を
安
保
理
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
請
。
さ
ら
に
，
紛
争
及
び
紛
争
後
の
状
況
に

お
け
る
女
性
及
び
女
児
の
ニ
ー
ズ
へ
の
国
内
的
・国
際
的
対
応
の
強
化
を
要
請
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安
保
理
決
議

概
要

決
議
第
１
９
６
０
号

（
２
０
１
０
年
）

安
保
理
決
議
第
１
８
２
０
号
及
び
第
１
８
８
８
号
の
履
行
に
関
す
る
報
告
義
務
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
た
め
の
安
保
理
決

議
。
国
連
事
務
総
長
に
対
し
，
紛
争
に
関
連
し
た
性
的
暴
力
の
強
い
疑
い
が
あ
る
又
は
責
任
が
あ
る
当
事
者
を
年
次
報

告
の
付
属
に
列
挙
す
る
よ
う
要
請
，
関
連
す
る
制
裁
委
員
会
と
国
際
戦
犯
法
廷
へ
報
告
す
る
。
関
連
す
る
制
裁
委
員
会

は
，
紛
争
下
の
性
的
暴
力
担
当
事
務
総
長
特
別
代
表
か
ら
ブ
リ
ー
フ
を
受
け
，
列
挙
さ
れ
た
当
事
者
に
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
可
能
。
さ
ら
に
，
紛
争
下
の
性
的
暴
力
に
特
定
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・分
析
・報
告
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
を
要
請
。

決
議
第
２
１
０
６
号

（
２
０
１
３
年
）

紛
争
下
の
性
的
暴
力
防
止
と
対
処
に
関
す
る
既
存
の
安
保
理
決
議
を
強
化
す
る
た
め
の
安
保
理
決
議
。
紛
争
下
の
性

的
暴
力
へ
の
対
応
の
た
め
，
治
安
，
司
法
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。
女
性
及
び
女
児
だ
け
で
は
な
く
，
男
性

及
び
男
児
も
被
害
者
と
な
っ
て
い
る
惨
禍
を
認
識
。
性
的
暴
力
防
止
に
向
け
，
一
貫
し
た
厳
格
な
捜
査
と
訴
追
の
必
要

性
，
予
防
・保
護
・平
和
構
築
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の
重
要
性
を
強
調
。
安
保
理
決
議
第
１
８
８
８
号

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
専
門
家
・ア
ド
バ
イ
ザ
ー
チ
ー
ム
を
各
国
の
取
組
に
活
か
す
よ
う
促
し
，
事
務
総
長
と
関
連
の
国
連

組
織
に
対
し
，
紛
争
下
の
性
的
暴
力
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
，
分
析
及
び
報
告
を
す
る
よ
う
要
請
。

決
議
第
２
１
２
２
号

（
２
０
１
３
年
）

女
性
・平
和
・安
全
保
障
（Ｗ
Ｐ
Ｓ
）に
関
す
る
諸
施
策
の
実
施
に
よ
り
更
に
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
た
安
保
理
決

議
。
紛
争
解
決
と
平
和
構
築
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
積
極
的
な
参
画
に
焦
点
。
Ｄ
Ｄ
Ｒ
（武
力
解
除
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
，
配
慮
を
強
調
。
紛
争
の
根
本
原
因
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
再

強
調
。
国
連
事
務
総
長
に
対
し
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
専
門
家
の
国
連
交
渉
団
へ
の
配
置
，
交
渉
者
と
し
て
幹
部
レ
ベ
ル
の
女

性
の
指
名
を
要
請
。
ま
た
，
国
連
事
務
総
長
及
び
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
に
対
し
，
女
性
の
参
画
に
つ
い
て
安
保
理

へ
の
報
告
を
要
請
。
さ
ら
に
，
２
０
１
５
年
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
・レ
ビ
ュ
ー
及
び
そ
れ
に
向
け
た
安
保
理
決
議
第
１
３
２
５
号
の

実
施
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・ス
タ
デ
ィ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
定
。

決
議
第
２
２
４
２
号

（
２
０
１
５
年
）

１
３
２
５
号
決
議
か
ら
１
５
年
目
を
迎
え
た
２
０
１
５
年
，
各
国
の
１
３
２
５
号
履
行
状
況
と
今
後
の
課
題
を
報
告
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
の
内
容
を
念
頭
に
，
こ
れ
ま
で
の
関
連
決
議
を
含
む
，
女
性
・平
和
・安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
各
国
の

取
組
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
要
請
。
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
再
認
識
し
，
紛
争
の
予
防
と
解
決

に
関
す
る
取
組
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
確
保
す
る
こ
と
を
強
調
。
さ
ら
に
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
確
立
す
る
た
め
，
紛
争

及
び
紛
争
後
の
状
況
に
あ
る
諸
国
を
支
援
す
る
こ
と
を
奨
励
。
ま
た
，
市
民
社
会
，
と
り
わ
け
女
性
組
織
と
の
関
わ
り
も

重
要
視
し
て
い
る
。

決
議
第
２
４
６
７
号

（
２
０
１
９
年
）

決
議

1
8

8
8
号
の

1
0
周
年
を
踏
ま
え
，
こ
れ
ま
で
の
決
議
及
び
，

SR
SG

-S
V

C
の
任
務
強
化
の
決
議
。
初
め
て
生
存
者
中
心

ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
，
生
存
者
の
ニ
ー
ズ
対
応
及
び
，
和
平
合
意
，
移
行
期
正
義
，
治
安
部
門
改
革
等

含
め
た
全
て
の
取
組
に
生
存
者
ニ
ー
ズ
が
含
ま
れ
る
べ
き
と
認
識
。
性
的
暴
力
被
害
者
を
差
別
無
く
支
援
す
る
こ
と
を

要
請
。
紛
争
下
の
性
的
暴
力
に
よ
り
妊
娠
し
た
少
女
や
女
性
へ
の
医
療
支
援
，
生
計
手
段
を
含
め
た
包
括
的
支
援
の

強
化
，

2
0

2
1
年
ま
で
に
レ
イ
プ
の
結
果
生
ま
れ
た
子
に
関
す
る
報
告
書
を
事
務
総
長
へ
提
出
す
る
よ
う
要
請
。
ス
テ
ィ
グ

マ
（汚
名
）の
払
拭
，
加
害
責
任
追
及
の
た
め
の
司
法
制
度
の
強
化
を
要
請
。
暴
力
過
激
主
義
が
性
暴
力
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
，
被
害
者
へ
の
支
援
が
再
過
激
化
の
予
防
と
な
る
と
認
識
。
紛
争
予
防
に
草
の
根
の
女
性
団
体
，
少
女
や
若

者
グ
ル
ー
プ
，
宗
教
指
導
者
な
ど
の
市
民
社
会
へ
の
支
援
の
重
要
性
を
認
識
。
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
2

0
1

5
年
９
月
の
国
連
総
会
一
般
討
論
演
説

で
安
倍
総
理
よ
り
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨

発
表
。

2
0

1
6
年
よ
り
実
施
し
，

3
年
後
の

2
0

1
9

年
3
月
に
改
定
版
を
策
定
。


年
次
評
価
報
告
書
を

2
0

1
9
年
か
ら
は
隔
年

で
策
定
（当
初
は
毎
年
策
定
）


2

0
1

6
年
９
月
，
関
係
国
は
各
国
の
教
訓
や
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
し
取
組
を
強
化
す

る
た
め
，
女
性
・平
和
・安
全
保
障
に
関
す
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・フ
ォ
ー
カ
ル
・ポ
イ
ン
ト
（

N
FP

)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
設
し
，
国
連
総
会
中
と
春

に
定
期
的
に
会
合
を
開
催
。


2

0
1

9
年

4
月
時
点
で
、
我
が
国
を
含
む

7
9
か

国
（国
連
加
盟
国
の

4
0
％
）が
策
定
済
み
。

女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）

に
関
す
る
政
府
行
動
計
画

( 
N

at
io

n
al

 A
ct

io
n

 P
la

n
: N

A
P

)

【行
動
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
要
素
】

①
紛
争
下
・紛
争
後
の
女
性
・女
児
へ
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
か
ら
の
保
護
と
予
防

②
国
家
・地
域
・国
際
レ
ベ
ル
に
お
け
る
平
和
・安
全
保
障
に
か
か
る
意
思
決
定
及
び
主
体
者
と
し
て
女

性
の
平
等
な
参
画

③
紛
争
下
・紛
争
後
の
女
性
・女
児
の
人
権
保
護
の
増
進

④
女
性
・女
児
固
有
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
処
，
人
道
・
復
興
支
援
に
お
け
る
女
性
の
能
力
強
化

（
北
米

2
）
米
国
，
カ
ナ
ダ

（
欧
州

3
2
）英
国
，
ド
イ
ツ
，
フ
ラ
ン
ス
，
イ
タ
リ
ア
，
ス
ペ
イ
ン
，
ポ
ル
ト
ガ
ル
，
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
，
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
，
エ
ス
ト
ニ
ア
，
オ
ー
ス
ト
リ
ア
，
オ
ラ
ン
ダ
，
ク
ロ
ア
チ
ア
，

ス
イ
ス
，
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
，
ス
ロ
ベ
ニ
ア
，
セ
ル
ビ
ア
，
デ
ン
マ
ー
ク
，
ノ
ル
ウ
ェ
ー
，

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
，
ベ
ル
ギ
ー
，
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
，
マ
ケ
ド
ニ
ア
，
リ
ト
ア
ニ

ア
，
コ
ソ
ボ
，
ウ
ク
ラ
イ
ナ
，
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
，
チ
ェ
コ
，
ス
ロ
ベ
ニ
ア
，
モ
ル
ド
バ
，
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
，
ポ
ー
ラ
ン
ド
，
ア
ル
バ
ニ
ア

（中
央
ア
ジ
ア

3
）キ
ル
ギ
ス
タ
ン
，
ジ
ョ
ー
ジ
ア
，
タ
ジ
キ
ス
タ
ン

（
中
東

5
）
イ
ラ
ク
，
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

,パ
レ
ス
チ
ナ
，
ヨ
ル
ダ
ン
，
レ
バ
ノ
ン

（
ア
フ
リ
カ

2
3
）
ウ
ガ
ン
ダ
，
ガ
ー
ナ
，
ギ
ニ
ア
，
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
，
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
，
コ
ン
ゴ
（民
），
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
，
セ
ネ
ガ
ル
，
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
，
ブ
ル
ン
ジ
，
リ
ベ

リ
ア
，
ル
ワ
ン
ダ
，
マ
リ
，
ガ
ン
ビ
ア

,
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
，
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
，

ケ
ニ
ア
，
南
ス
ー
ダ
ン
，
カ
メ
ル
ー
ン
，
ア
ン
ゴ
ラ
，
ニ
ジ
ェ
ー
ル
，
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
，

チ
ュ
ニ
ジ
ア
，
ナ
ミ
ビ
ア

（
中
南
米

6
）チ
リ
，
パ
ラ
グ
ア
イ
，
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
，
ブ
ラ
ジ
ル
，
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
，

グ
ア
テ
マ
ラ

（ア
ジ
ア
・
大
洋
州

11
）
豪
州
，
ネ
パ
ー
ル
，
フ
ィ
リ
ピ
ン
，
韓
国
，
ト
ン
ガ
，
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
，
日
本
，
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
，
東
テ
ィ
モ
ー
ル
，
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
，
（太
字
は

G
７
，
ロ
シ
ア
は
未
策
定
）

行
動
計
画
策
定
済
み
の
国
名
一
覧
（計

7
9
か
国
）

（注
）2

0
1

9
年

4
月
時
点
情
報
元
：P

ea
ce

 W
o

m
an
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2
0

1
9
年

4
月
引
用
元
：

P
ea

ce
 W

o
m

an
 

h
tt

p
:/

/w
w

w
.p

ea
ce

w
o

m
en

.o
rg

/m
em

b
er

-s
ta

te
s

7
9
カ
国
が
策
定
済
み

（2
0

1
9
年
４
月
現
在
）
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大
目
標

具
体
策
の
例

１
．
参
画

平
和
・
安
全
保
障
の
あ

ら
ゆ
る
段
階
に
女
性
の

参
画
を
確
保


紛
争
予
防
・
防
止
に
か
か
る
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
参
画
の
確
保
。


災
害
復
興
・
防
災
支
援
事
業
に
お
け
る
女
性
の
意
思
決
定
へ
の
参
画

の
確
保
。

２
．
予
防

紛
争
予
防
に
か
か
る
プ

ロ
セ
ス
へ
の
女
性
の
参

加
と
指
導
的
役
割
の

促
進


高
度
な
紛
争
解
決
ス
キ
ル
を
持
つ
女
性
や
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
。


女
性
の
地
位
向
上
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
国
際
協
力
等

の
支
援
。


法
の
支
配
の
定
着
の
た
め
の
支
援

３
．
保
護

紛
争
下
・
紛
争
後
，
災

害
時
の
女
性
の
保
護


暴
力
被
害
女
性
へ
の
包
括
的
支
援
の
提
供
。


国
連
P
K
O
要
員
及
び
災
害
派
遣
，
開
発
援
助
，
人
道
支
援
者
に
よ
る
性
的
搾
取
・
虐

待
（S
E
A
)の
防
止


国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
等
平
和
構
築
活
動
や
途
上
国
支
援
事
業
に
従
事
す
る
者
へ
の
研
修
。


国
連
等
に
よ
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
関
連
活
動
の
支
援
。

４
．
人
道
・
復
興
支

援

人
道
・
復
興
支
援
過
程

に
お
け
る
女
性
・
女
児

固
有
の
ニ
ー
ズ
の
反

映


食
料
等
配
給
事
業
，
シ
ェ
ル
タ
ー
配
給
事
業
，
給
水
，
衛
生
事
業
に
お

い
て
女
性
が
公
平
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
の
構
築
。


女
性
・
女
児
が
基
礎
的
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
支
援
。


紛
争
下
に
お
い
て
も
女
児
が
平
等
に
学
校
教
育
が
継
続
さ
れ
る
た
め
の

支
援
。

５
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価

行
動
計
画
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
評
価
・
見
直
し
を

効
果
的
に
実
施
す
る
た

め
の
枠
組
み
の
構
築


女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
の
分
野
に
十
分
な
知
識
と
経
験
の
あ
る
専
門

家
で
構
成
さ
れ
る
評
価
委
員
会
の
設
置
。

2
年
ご
と
に
評
価
を
含
め
た

年
次
報
告
書
の
策
定
。


政
府
は
委
員
会
の
提
言
も
踏
ま
え
，
４
年
後
に
行
動
計
画
の
見
直
し
を

実
施
。

日
本
の
第
２
次
行
動
計
画
内
容

特
徴
：
●
ド
ナ
ー
国
の
立
場
と
し
て
の
内
容
が
主
だ
が
，
一
部
国
内
の
取
組
に
も
対
応

●
紛
争
関
連
の
事
態
の
み
な
ら
ず
災
害
に
も
対
応
し
て
い
る

●
女
性
を
一
括
り
で
無
く
，
多
様
な
女
性
（マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
，
女
性
世
帯
，
障
害
を
も
つ
女
性
，
国
内
避
難
民
女
性
）に
つ
い
て
明
記
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＜
設
立
・経

緯
・目

的
＞

2
0
0
0
年
，国

際
的
な

平
和
と
安
全
保
障
に
女
性
を
関
連

づ
け
た
初

の
安

保
理
決
議
で
あ
る
決

議
13
2
5
が

採
択
。同

決
議

の
関

連
決
議
と
位
置
づ

け
ら
れ

る
決

議
18
8
8
（
2
0
0
9
年
）
に
基
づ

い
て
，2
0
10
年
4
月
に
紛
争
下

の
性
的
暴
力

担
当
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
（
S
R
S
G
）
が

任
命
さ
れ

た
。

役
割
は
対
象
国
の
政
府
高
官
と
交
渉
し
，政

治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
引
き

出
し
，対

象
国
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め

に
国
際
社
会
の
支
援

を
維
持

す
る
こ
と
。

紛
争
下
あ
る
い
は
紛
争
後
の
状

況
に
あ

る
対

象
国

の
法
・司

法
・警

察
制

度
を
、
政

府
高

官
を
含
む
幅
広
い

関
係

者
と
の
面

談
等
を
通
じ
て

性
的
暴

力
を
考

慮
し
た
も
の
に
す
る
。

官
房
と
し
て

S
R
S
G
を
サ

ポ
ー
ト
。

＜
特

別
代
表
の
主
要
な

マ
ン
デ

ー
ト
＞

①
一

貫
し
た
戦
略

的
な

リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮

②
既

存
の
国

連
調

整
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
強
化

③
軍

部
・司

法
部

を
含
む
政

府
代
表
や

，国
家
・非

国
家
主
体
の
武

装
組
織

及
び

市
民
社

会
と
連

携
し
た
ア
ド
ボ

カ
シ
ー
活
動
の
実
施

＜
戦

略
的
優
先

事
項

＞
①
一

貫
し
た
効
果

的
な

刑
事

訴
追
を
通
じ
た
，不

処
罰
の
文
化
か
ら
正

義
と
加
害

責
任

の
文

化
へ

の
転

換
②
持

続
可

能
で

被
害

者
中

心
の
対
応
の
た
め

の
国
家
の
当
事
者

意
識
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

の
強

化
③
紛
争
下
の
性

的
暴

力
の
根
本
原
因
へ

の
対
応

プ
ラ
ミ
ラ
・パ

ッ
テ

ン

特
別

代
表
（
S
R
S
G
）

写
真
：
S
R
S
G
事
務
所
H
P
よ
り

S
R
S
G
事

務
所

専
門

家
チ
ー

ム
（
T
O
E
）

2
0
0
7
年
に
立
ち
上
げ
。１
３
の
国
連
機

関
が

一
つ

の
声

で
（
D
e
liv
e
ry
 a
s 
on
e
 U

N
）
、
紛

争
下
の
性
的
暴
力
撤
廃

の
活
動
に
か
か
る
政

策
立
案

や
国
連

内
の
各

種
調
整

を
行
う
。

国
連

ア
ク
シ
ョ
ン

2
0
14
年
よ
り
日

本
は
，専

門
家

チ
ー
ム
（
T
O
E
）
等

の
実

施
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

。
2
0
19
年
ま
で

の
6
年
間

で
約

11
0
3
.5
万

米
ド
ル
の
貢

献
を

行
っ
て
い
る
（
通

算
2
位

）
。

＜
日
本

の
支

援
先
＞

●
コ
ン
ゴ
（
民
）
に
お
け
る
支
援

●
ソ
マ
リ
ア
に
お
け
る
支
援

（
2
0
１9
年
ま
で
に
約
6
2
5
万
ド
ル
）

（
2
0
17
年
ま
で
に
約

13
0
万
ド
ル
）

●
中

央
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
支
援

●
ヨ
ル
ダ

ン
に
お
け
る
支
援

（
2
0
19
年
ま
で
に
約

18
5
万
ド
ル
）

（
2
0
17
年
ま
で
に
約

5
0
万
ド
ル
）

●
イ
ラ
ク
に
お
け
る
支
援

（
2
0
19
年
ま
で
に
約
11
3
.5
万
ド
ル
）

＊
2
0
19
年
7
月
現
在

紛
争

下
の
性

的
暴
力

防
止

に
か
か
る
日

本
の
取

組

＜
主

要
各
国
の
通
算
支
援
額
＞

（
2
0
18
年

現
在

）

１位
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
約
2
,0
0
0
万
（
米
ド
ル
)

２
位

日
本

約
9
5
0
万
（
米
ド
ル
）

３
位

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

約
6
3
6
万

（
米

ド
ル
）

４
位

ノ
ル
ウ
ェ
ー

約
5
2
1万

（
米
ド
ル
）

５
位

英
国

約
4
9
3
万
（
米
ド
ル
）

出
典

：
M
u
lt
i-
P
a
rt
n
e
r 
T
ru
s
t 
F
u
n
d
in
g
 O

ff
ic
e

女
性
参
画
推
進
室

2
0
1
9
年
1
0
月

紛
争
下
の
性
的
暴
力
担
当
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表

（
S
RS
G
-S
V
C）

＜
実
施
例
：
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
＞

2
0
14
-
17
年

に
か

け
て

支
援

を
実

施
。
性

暴
力

司
法

特
別

ユ
ニ

ッ
ト
を
形

成
し
，6
6

名
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

。
そ
の
他

，啓
発

活
動

，
移

動
法

廷
と
い

っ
た

支
援

に
よ
り
，2
0
17

年
に
17
2
6
件

の
性

的
暴

力
が

登
録

，6
4
3

件
の

判
決

，4
6
0
件

の
量

刑
が

与
え
ら
れ

た
。 出

典
：
T
O
E
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
報
告
書
（
2
0
18
年
）
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■
国

連
女
性
機
関

の
優

先
的

活
動

分
野

①
女
性

の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

と
政
治
参
画

②
女
性

の
経

済
的
エ

ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト

③
女
性

と
女

児
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

➣
H
e
F
o
rS
he

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

IM
P
A
C
T
10
X
10
X
10

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
安
倍
総
理
が

選
出

ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
促
進
の
た
め

男
子
・男

性
の
関
与
を
呼
び

か
け
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
お
い

て
，

同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
加
速
さ
せ

る
１０

首
脳

の
１人

に
安

倍
総
理

が
選
出

（
2
0
15
年

6
月
）
。

2
0
17
年

及
び

2
0
18
年
9
月
に
，チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て

の
コ
ミ
ッ
ト
の
進

捗
に
つ

き
，報

告
書
を
発
出
し
た
。

国
連

女
性
機
関
（
U
N
 W

o
m
e
n
）
と
の
連

携
強
化

U
n

it
ed

 N
at

io
n

s 
En

ti
ty

 f
o

r 
G

en
d

er
 E

q
u

al
it

y 
an

d
 t

h
e 

Em
p

o
w

er
m

en
t 

o
f 

W
o

m
en

（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
と
女
性

の
エ

ン
パ

ワ
ー

メ
ン
ト
の
た
め

の
国

際
機
関
）

設
立

：２
０
１１
年

１月
（
国

連
婦
人
開

発
基
金

(U
N
IF
E
M
)，
国

際
婦

人
調

査
訓

練
研

修
所

(I
N
S
T
R
A
W
)
，ジ

ェ
ン
ダ

ー
問
題
担

当
事
務

総
長
特

別
顧
問

室
(O

S
A
G
I)
，女

性
の
地

位
向

上
部

(D
A
W
)）

を
統

合
）

本
部

：ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
日

本
事

務
所

：文
京

区
庁
舎
内
（
２
０
１５

年
４
月
開

設
）

➣
ト
ッ
プ

ド
ナ

ー
の
１つ

と
し
て
貢
献

2
0
13
年

約
2
0
0
万
ド
ル

2
0
17
年

約
２
．２
千
万
ド
ル
（
４
位
）

■
我

が
国
の
協
力

➣
ア
ジ
ア
唯
一

の
リ
エ

ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス

国
連
女
性
機
関
日
本
事
務
所
に
よ
り
国
内

で
も
連

携
を
強

化
2
0
15
年

に
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

に
開

所
。資

生
堂
と
連
携

し
て

若
者

向
け
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

実
施
す
る
他
，文

京
区
や

企
業
と
連
携

し
て
H
e
F
o
rS
he
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
普
及
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施

。

2
0
14
年

約
１千

万
ド
ル
（
10
位
）

2
0
18
年

約
２
．４

千
万

ド
ル
（
４
位

）

安
倍

総
理

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

2
0
13
年
国
連
総
会
一
般
討
論
演
説
に
国
連
女
性
機

関
と
の
連

携
強

化
を
宣

言
。

「
U
N
 
W
o
m
e
n
の
活

動
を
尊

重
し
，有

力
貢

献
国
の
１つ

と
し
て
誇
り
あ
る
存
在
に
な

る
こ
と
を
目
指
す
。」

令
和
元
年

1
0
月

女
性
参
画
推
進
室

④
女

性
・平

和
・安

全
保

障
⑤

人
道

支
援

と
女

性
⑥

ガ
バ

ナ
ン
ス
・国

家
計

画
と
女

性

⑦
S
D
G
s
と
女
性

⑧
H
IV
 /

エ
イ
ズ
と
女
性

⑨
若
者

2
0
15
年

約
２
千

万
ド
ル
（
５
位
）

2
0
19
年

約
１．
６
千
万

ド
ル
（
順
位

は
2
0
2
0
年

６
月

判
明

予
定
）

2
0
16
年

約
３
千

万
ド
ル
（
２
位

）
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府省名：

①分野 12

②施策 2

③具体的な取組
（大項目）

エ

④具体的な取組
（小項目）

⑤具体的な取組
（内容）

(2)
主な施策の取組状
況

(3)
取組結果に対する
評価

(4)
今後の方向性、検
討課題等

(5)
関連する４次計の
成果目標及び参考
指標の最新値

(6)
参考データ、関連政
策評価等

在外公館における主要ポスト（大使，総領事）の任命に際しては，今後も引き続き，大
使，総領事自らが，我が国が社会における女性の活躍を推進していることを国際社会
においてアピールできるよう，適材適所の考えに基づき，女性を含む優秀な人材から登
用していく方針。また，民間等からの優秀な人材の発掘，登用にも意を用いていきた
い。

外務省

-

男女共同参画に関する国際的な協調及び貢献

男女共同参画に関する分野における国際的なリーダーシップの発揮

在外公館における主要ポストの任命について，当省においては，平成28年度以降の実
績として，以下のとおり女性の大使及び総領事を登用した。
平成28年11月～　柳沢香枝　駐マラウイ大使
平成29年4月～　羽田恵子　駐マケドニア旧ユーゴスラビア大使
平成29年10月～　佐藤地　駐ハンガリー大使
平成30年1月～　柳井啓子　駐モルディブ大使
平成31年2月～平成31年4月　尾﨑久仁子　駐エストニア大使
平成31年3月～　嘉治美佐子　駐クロアチア大使
令和元年8月～　三好真理　待命

平成29年5月～平成30年12月　柳井啓子　ブリスベン総領事
平成29年9月～　伊藤恭子　トロント総領事
平成29年11月～　関泉ハガッニャ総領事
平成30年2月～　河原節子　フランクフルト総領事
平成30年3月～　関口ひとみ　マナウス総領事
平成30年5月～　加藤喜久子　ハンブルク総領事
平成30年11月～　竹内みどり　デンバー総領事

(1)

・在外公館の公使，参事官以上に占める女性の割合
成果目標：10％（令和2年）
最新値：6.3％，男女計542人，男508人，女34人（令和元年9月）

第４次男女共同参画基本計画に関する施策の評価等について

・在外公館における主要ポストの任命に際して，女性の登用を進める。

・在外公館における主要ポストへの女性の登用や国際機関等における専門職への送り
込み，国際的な政策・方針決定過程への女性の参画拡大。

国際分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大

我が国の女性の大使は，昭和55年に初めて登用して以来延べ37人，総領事について
は，平成10年以来14人が就任している。大使の総数に占める女性大使の割合は
4.1％，総領事については9.1％。
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府省名：

①分野 12

②施策 2

③具体的な取組
（大項目）

エ

④具体的な取組
（小項目）

⑤具体的な取組
（内容）

(2)
主な施策の取組状
況

(3)
取組結果に対する
評価

(4)
今後の方向性、検
討課題等

(5)
関連する４次計の
成果目標及び参考
指標の最新値

(6)
参考データ、関連政
策評価等

国連関係機関の日本人職員数（専門職以上）：８５０人（2017年12月31日現在）

令和元年度中においても，引き続き邦人職員の増強に向けてＪＰＯ派遣制度を活用し
た邦人の送り込みや，広報活動等を実施。
また，令和2年度以降も引き続き取組を実施・強化していくよう予算要求等を行う。

(1)

国連関係機関の日本人職員数（専門職以上）：８８２人（2018年12月31日現在）

第４次男女共同参画基本計画に関する施策の評価等について

・在外公館における主要ポストへの女性の登用や国際機関等における専門職への送り
込み、国際的な政策・方針決定過程への女性の参画拡大

・国際機関等の専門職､国際会議の委員や日本政府代表等に､幅広い年齢層､分野の
女性等がより多く参画することにより､国際分野における政策・方針決定過程への参画
を一層促進し､国際的な貢献に積極的に努める。特に､海外留学の促進や平和構築・
開発分野における研修等の充実により､将来的に国際機関等で働く意欲と能力のある
人材の育成や､若者や子育てが一段落した世代等に対する国際機関への就職支援を
強化する。また､国際的に活躍する女性リーダー育成に関する調査を行う

国際分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大

・ＪＰＯ派遣終了後のポスト獲得率はここ10年平均で７割以上と高い水準を保っている
ことから，邦人増強に極めて効果的な施策である。
・平成30年度のガイダンス等への参加者は対前年比約3割増であり，より多くの潜在的
候補者への広報が成功している。

外務省

-

男女共同参画に関する国際的な協調及び貢献

男女共同参画に関する分野における国際的なリーダーシップの発揮

① ＪＰＯ（Junior Professional Officer）派遣制度
将来国際機関で勤務することを志望する35歳以下の若手日本人を原則２年間，国際
機関に派遣し，勤務経験を積ませることにより将来の正規採用への途を開く制度であ
る。ここ数年は毎年概ね50～60人程度を派遣している。
② 国際機関幹部候補職員派遣制度
将来的に国際機関の幹部ポストを担い得る中堅レベルの日本人を原則2年間，国際機
関の職員として派遣する制度。数名程度の派遣を予定している。
③ 潜在的な候補者の発掘・育成
・　国際機関採用プロセスで必要となるスキルを身につけられるような指導・育成等を
実施する。
・　国内外における日本人留学生・社会人等に対するガイダンスの実施。グローバル人
材教育に関心の高い高校や大学等における国際機関勤務経験者による講演等の実
施。
・　潜在的に国際機関職員となり得る者が存在する関係府省との定期的な情報交換。
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令
和

元
年

9
月

外
務

省
国

際
平

和
協

力
室


平

和
構

築
の

現
場

で
活

躍
で

き
る

文
民

専
門

家
の

育
成

を
目

的
と

し
て

平
成

1
9
年

度
か

ら
実

施
し

て
き

た
外

務
省

委
託

事
業

。


1

2
年

間
に

7
9

5
名

が
事

業
に

参
加

（日
本

人
5

9
7
名

，
外

国
人

1
9

8
名

）
。


日

本
人

参
加

者
の

6
2

%
が

女
性

（女
性

3
7

1
名

，
男

性
2

2
6
名

）
。


日

本
人

修
了

生
は

，
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

，
ヨ

ル
ダ

ン
，

ル
ワ

ン
ダ

等
，

世
界

各
地

で
活

躍
中

。
事

業
終

了
後

の
就

業
率

は
8

4
％

（
国

際
機

関
・

P
K

O
ミ

ッ
シ

ョ
ン

，
政

府
機

関
，

N
G

O
等

）
（令

和
元

年
7
月

時
点

）。

（
平

成
１

９
年

度
～

２
６

年
度

は
平

和
構

築
人

材
育

成
事

業
と

し
て

実
施

）

成
果

平

プ
ラ

イ
マ

リ
ー

・コ
ー

ス
（エ

ン
ト

リ
ー

レ
ベ

ル
）

～
平

和
構

築
・開

発
分

野
で

今
後

キ
ャ

リ
ア

を
形

成
し

て
い

く
人

材
の

育
成

コ
ー

ス
～

●
対

象
：2

年
以

上
の

実
務

経
験

を
有

す
る

日
本

人
15

名
及

び
外

国
人

1
0
名

程
度

●
内

容
：国

内
研

修
5
週

間
＋

海
外

実
務

研
修

1
年

間
（日

本
人

の
み

国
連

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
派

遣
）

ミ
ッ

ド
キ

ャ
リ

ア
・コ

ー
ス

（実
務

者
レ

ベ
ル

）
～

平
和

構
築

・開
発

分
野

で
更

な
る

活
躍

を
目

指
す

実
務

家
向

け
の

訓
練

コ
ー

ス
～

●
対

象
：平

和
構

築
・開

発
分

野
で

1
0
年

程
度

の
実

務
経

験
を

有
す

る
日

本
人

及
び

外
国

人
計

2
0
名

程
度

●
内

容
：コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

／
交

渉
力

，
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

／
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

グ
ロ

ー
バ

ル
キ

ャ
リ

ア
・
コ

ー
ス

（実
務

者
レ

ベ
ル

）
～

新
た

に
国

際
機

関
で

の
キ

ャ
リ

ア
構

築
を

目
指

す
実

務
家

向
け

の
訓

練
コ

ー
ス

～
●

対
象

：国
際

機
関

で
の

経
験

は
な

い
が

，
1

0
年

程
度

の
専

門
的

な
職

務
経

験
を

有
す

る
日

本
人

実
務

者
2

0
名

程
度

●
内

容
：国

内
研

修
（

4
8
時

間
）＋

フ
ィ

ー
ル

ド
ト

リ
ッ

プ
（
オ

プ
シ

ョ
ン

）（
約

1
週

間
）

キ
ャ

リ
ア

構
築

支
援

～
国

際
機

関
の

ポ
ス

ト
獲

得
を

目
的

と
し

テ
イ

ラ
ー

メ
イ

ド
な

助
言

等
を

提
供

～

✓
キ

ャ
リ

ア
構

築
支

援
に

関
す

る
戦

略
の

策
定

✓
年

間
を

通
じ

た
，

ま
た

は
研

修
な

ど
の

機
会

を
利

用
し

た
各

種
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

●
対

象
：国

際
機

関
や

N
G

O
等

で
の

就
職

を
希

望
す

る
研

修
コ

ー
ス

修

了
生

（日
本

人
）

●
内

容
：応

募
書

類
・面

接
指

導
，

キ
ャ

リ
ア

構
築

に
関

す
る

助
言

，
修

了
生

の

現
況

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
や

修
了

生
と

研
修

講
師

（
特

に
現

役
の

国
際

機

関
職

員
）相

互
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

等

調
査

・分
析

今
の

ト
レ

ン
ド

，
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
キ

ャ
リ

ア
構

築
支

援
に

活
用

す
る

と
と

も
に

研
修

コ
ー

ス
の

内
容

に
反

映
さ

せ
る

キ
ャ

リ
ア

構
築

支
援

広
報

・ア
ウ

ト
リ

ー
チ

研
修

に
関

す
る

説
明

会
や

個
別

相
談

会
の

開
催

，
各

種
広

報
媒

体
を

通
じ

た
発

信
等

に
よ

り
人

材
発

掘
を

進
め

る

事
業

内
容

（
令

和
元

年
度

）

人
材

の
発

掘
・
研

修
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※
過

去
１

年
以

上
，

現
況

の
更

新
が

確
認

で
き

て
い

な
い

１
９

名
及

び
育

児
・
介

護
中

の
７

名
を

除
く
。

（
注

）平
成

３
０

年
度

研
修

員
は

令
和

２
年

夏
ま

で
海

外
実

務
研

修
中

。

日
本

人
修

了
生

の
就

職
状

況
（
平

成
1

9
～

2
6
年

度
「
本

コ
ー

ス
」及

び
平

成
2

7
～

2
9
年

度
「プ

ラ
イ

マ
リ

ー
・
コ

ー
ス

」
）

平

平
成

1
9
年

平
成

2
0
年

平
成

2
1
年

平
成

2
2
年

平
成

2
3
年

平
成

2
4
年

平
成

2
5
年

平
成

2
6
年

平
成

2
7
年

平
成

2
8
年

平
成

2
9
年

計

3
7

5
6

2
6

4
8

1
2

1
3

1
2

7
8

5
3

3
4

1
3

1
0

0
2

2
2
4

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
0

1
1

1
0

1
1

1
0

0
7

0
1

0
1

2
1

0
0

0
0

1
6

3
1

2
1

4
1

4
4

1
0

0
2
1

2
2

4
2

5
3

5
2

1
0

0
2
6

1
4

1
5

1
5

1
5

1
5

1
4

1
5

1
5

1
5

1
5

1
5

1
6
3

7
7

9
3

8
5

1
0
0

6
7

9
1

6
0

6
9

9
3

1
0
0

1
0
0

8
5

シ
ン

ク
タ

ン
ク

･
大

学
院

等

就
職

活
動

中

そ
の

他

国
際

機
関

政
府

等

N
G

O
・
N

P
O

民
間

合
計

 （
人

）

就
業

率
（
％

）
※

（
令

和
元

年
9
月

現
在

）
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海
外

実
務

研
修

（
平

成
2

8
～

3
0
年

度
派

遣
先

）

【
機

関
】

【
地

域
】

平

【
機

関
】

【
地

域
】

【
機

関
】

【
地

域
】

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

平
成

３
０

年
度

ア
ジ

ア
（

2
人

）

1
3

%

ア
フ

リ
カ

（
1

2
人

）

8
0

%

中
東

（
1
人

）

7
%

ア
ジ

ア
（

5
人

）

3
3

%

ア
フ

リ
カ

（
6
人

）

4
0

%

中
東

（
2
人

）

1
3

%

南
ア

メ
リ

カ
（

1
人

）

7
%

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
（

1
人

）

7
%

FA
O

(1
人

)
6

%

IO
M

(1
人

)
7

%

R
C

O

(3
人

)
2

0
%

U
N

 H
ab

it
at

(1
人

)
7

%

U
N

 W
o

m
e

n

(2
人

)
1

3
%

U
N

D
P

(2
人

)
1

3
%

U
N

ES
C

O

(3
人

)
2

0
%

U
N

H
C

R

(1
人

)
7

%

W
H

O

(1
人

)
7

%

O
C

H
A

(1
人

)
6

%

R
C

O

(2
人

)
1

3
%

U
N

D
P

(2
人

)
1

3
%

U
N

ES
C

O

(1
人

)
7

%
U

N
H

C
R

(1
人

)
7

%

U
N

IC
EF

(3
人

)
2

0
%

U
N

O
P

S

(1
人

)
7

%

U
N

R
W

A

(1
人

)
7

%

W
FP

(3
人

)
2

0
%

IO
M

(2
人

)
1

3
%

O
C

H
A

(2
人

)
1

3
%

U
N

 W
o

m
e

n

(2
人

)
1

3
%

U
N

D
P

(1
人

)
7

%

U
N

ES
C

O

(1
人

)
7

%

U
N

H
C

R

(1
人

)
7

%

U
N

IC
EF

(3
人

)
2

0
%

U
N

O
P

S

(1
人

)
7

%

W
FP

(2
人

)
1

3
%

ア
ジ

ア
（

5
人

）

3
4

%

ア
フ

リ
カ

（
8
人

）

5
3

%

中
東

（
2
人

）

1
3

%
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※
In

te
rn

at
io

n
al

 ID
EA

, J
C

C
P

, J
M

A
S等

の
非

国
連

機
関

は
平

成
1

9
・

2
0
年

度
事

業
の

み

海
外

実
務

研
修

（
平

成
1

9
～

3
0
年

度
全

派
遣

実
績

） 派
遣

総
数

：２
１

４
名

派
遣

先
機

関
数

：２
２

1
3
～

1
6
人

9
～

1
2
人

5
～

8
人

1
～

4
人

（令
和

元
年

9
月

現
在

）

平

機
関

人
機

関
人

機
関

人

国
連

SP
M

ミ
ッ

シ
ョ

ン
1

U
N

ES
CO

5
U

N
R

W
A

2

国
連

PK
O

ミ
ッ

シ
ョ

ン
10

U
N

H
CR

36
U

N
 W

om
en

9

FA
O

2
U

N
IC

EF
31

W
FP

19

IO
M

19
U

N
M

A
S

1
W

H
O

3

O
CH

A
3

U
N

O
D

C
3

In
te

rn
at

io
na

l

ID
EA

  (
N

G
O

)
1

O
H

CH
R

2
U

N
O

PS
4

JC
CP

  (
N

G
O

)
2

R
CO

5
U

N
R

C
2

JM
A

S 
(N

G
O

)
3

U
N

D
P

50
U

N
 H

ab
it

at
1

TO
TA

L
21

4

派
遣

先
機

関

ベ
ト

ナ
ム

2
コ

ン
ゴ

（民
）

2
ル

ワ
ン

ダ
7

モ
ン

テ
ネ

グ
ロ

1

イ
ン
ド

1
ミ

ャ
ン

マ
ー

7
シ

エ
ラ

レ
オ

ネ
7

レ
ソ

ト
1

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

5
ラ

オ
ス

8
ジ

ン
バ

ブ
エ

2
エ

ル
サ

レ
ム

及
び

東
エ

ル
サ

レ
ム

5

カ
ン
ボ
ジ
ア

10
ス

ー
ダ

ン
10

ア
ゼ

ル
バ

イ
ジ

ャ

ン
1

ヨ
ル

ダ
ン

4

ス
リ
ラ
ン
カ

7
ウ

ガ
ン

ダ
5

セ
ネ

ガ
ル

2
ウ

ク
ラ

イ
ナ

1
レ

バ
ノ

ン
5

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

1
エ

ジ
プ

ト
6

ソ
マ

リ
ア

1
ウ

ズ
ベ

キ
ス

タ
ン

2

タ
イ

5
エ

チ
オ

ピ
ア

5
タ

ン
ザ

ニ
ア

3
キ

プ
ロ

ス
1

エ
ク

ア
ド

ル
1

ネ
パ

ー
ル

8
エ

リ
ト

リ
ア

1
ブ

ル
ン

ジ
1

キ
ル

ギ
ス

5
ハ

イ
チ

2

パ
キ
ス
タ
ン

1
カ

ー
ボ

ヴ
ェ

ル
デ

1
マ

ラ
ウ

イ
1

コ
ソ

ボ
9

ボ
リ

ビ
ア

1

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
2

ギ
ニ

ア
ビ

サ
ウ

1
南

ア
フ

リ
カ

1
セ

ル
ビ

ア
3

東
テ

ィ
モ

ー
ル

15
ケ

ニ
ア

15
南

ス
ー

ダ
ン

16
タ

ジ
キ

ス
タ

ン
2

フ
ィ

リ
ピ

ン
5

コ
ー

ト
ジ

ボ
ワ

ー
ル

2
リ

ベ
リ

ア
3

マ
ケ

ド
ニ

ア
1

派
遣

先
国

及
び

地
域

T
o

ta
l

2
1
4

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア

ア
フ
リ
カ

欧
州

中
東

中
南
米

派
遣

先

ヨ
ル

ダ
ン

レ
バ

ノ
ン

そ
の

他

4 5 5
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国
際

女
性
会
議
Ｗ
Ａ
Ｗ
! 

２
０
１９

年
10
月

女
性
参
画
推
進
室

■
第

１回
Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
2
0
14
年

9
月
12
日

，1
3
日

）
ラ
ガ
ル
ド
IM
F
専
務
理

事
を
は

じ
め

,女
性
分

野
で
活
躍

す
る
ト
ッ
プ

・リ
ー

ダ
ー

が
出
席

し
，経

済
に
お
け
る
女

性
の
活

躍
促

進
，グ

ロ
ー

バ
ル
な

課
題
と
女
性
の
イ
ニ

シ
ア
テ

ィ
ブ

等
に
つ

い
て

議
論

。
■

第
２
回

Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
2
0
15
年

8
月
2
8
日

，2
9
日
）

テ
ー
マ
は
「
W
A
W
! 
F
or
 
A
ll」
。サ

ー
リ
ー

フ
・リ

ベ
リ
ア
大

統
領
（
ノ
ー

ベ
ル
平

和
賞
受

賞
）
を
は

じ
め

と
す
る
オ
ピ
ニ

オ
ン
・リ

ー
ダ

ー
約

13
0
名

が
，ワ

ー
ク
・ラ

イ
フ
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
，男

性
の
関

与
，シ

ン
グ

ル
マ
ザ

ー
，理

系
女
子

，防
災

，起
業

，教
育
，平

和
構

築
，O
D
A
支

援
等

，若
者

，女
性

を
取
り
巻
く
課
題
に
つ

い
て

幅
広

い
切

り
口

か
ら
議

論
。

■
第

3
回

Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
2
0
16
年

12
月

１３
日

，１
４
日

）
テ

ー
マ
は
「
W
A
W
! 
F
or
 
A
ct
io
n
」
。

イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
Ｃ
Ｏ
Ｏ
レ
ヴ
ィ
ー
ン
氏
を
含

む
各
界
の
ト
ッ
プ

リ
ー

ダ
ー

9
3
名

が
集

ま
り
，女

性
の
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

や
ワ
ー
ク
・ラ

イ
フ
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
，理

系
分
野

に
お
け
る
女
性

の
活
躍

推
進

，女
性

の
健
康

，女
性

・平
和

・安
全

保
障

，地
方

創
生

に
つ

い
て
議
論
。
ま
た
，前

回
に
引

き
続

き
，ユ

ー
ス
・テ

ー
ブ

ル
を
設
け
，若

者
か
ら
も
発

信
。

■
第

4
回

Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
2
0
17
年
11
月

１日
，2
日

,3
日

）
テ

ー
マ
は
「
W
A
W
! 
in
 C

ha
ng

in
g
 
W
or
ld
」
。

イ
バ

ン
カ
米
国
大
統
領
補
佐
官

や
ゲ

オ
ル
ギ
エ

ヴ
ァ
世
界

銀
行

C
E
O
と
い

っ
た
各

界
の
ト
ッ
プ

リ
ー

ダ
ー
6
6
名

が
集
ま
り
，企

業
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
分

野
の
取

組
，技

術
革

新
と
女

性
，無

償
労

働
の
再

分
配

，女
性

・平
和

・安
全

保
障

，メ
デ

ィ
ア
と
女
性
，若

者
と
女

性
活

躍
の
未

来
，自

然
災
害
と
女
性

，女
性

起
業
家

支
援

に
つ

い
て
議

論
。

■
第

5
回

Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
2
0
19
年

3
月
2
3
，2
4
日

）
テ

ー
マ
は
「
W
A
W
! 
fo
r 
D
iv
e
rs
it
y
」
。
W
2
0
と
同

時
開

催
し
，マ

ラ
ラ
・ユ

ス
フ
ザ

イ
・ノ

ー
ベ

ル
平

和
賞

受
賞

者
や

バ
チ
ェ
レ
国

連
人

権
高

等
弁

務
官
，ミ

ケ
テ

ィ
・ア

ル
ゼ

ン
チ
ン
副

大
統

領
，7
カ
国
の
女
性
外

相
（
パ

ナ
マ
，ド

ミ
ニ

カ
国

，ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
，ブ

ル
ガ
リ
ア
，ク

ロ
ア
チ
ア
，グ

ア
テ

マ
ラ
，オ

ー
ス
ト
リ
ア
）
等

，2
7
カ
国

，3
国

際
機

関
か
ら
計

8
2
人
が

登
壇
。技

術
革
新
と
人
材
育

成
，地

方
活

性
化

と
雇

用
創

出
，多

様
性

を
育

て
る
メ
デ

ィ
ア
と
コ
ン
テ

ン
ツ
，女

性
の
参
画
と
紛
争
予

防
・平

和
構

築
・復

興
，多

様
性

と
企

業
経

営
，家

族
の
未

来
等

に
つ

い
て

議
論

。

２
．こ

れ
ま
で

の
Ｗ
Ａ
Ｗ
！

開
催

実
績

（
１）
W
A
W
!（
W
o
rl
d
 A

s
s
e
m
b
ly
 f
o
r 
W
o
m
e
n
）
は
，安

倍
政

権
の
最

重
要

課
題
の
ひ

と
つ

で
あ

る
「
女
性
が

輝
く
社
会
」
の
国
内

外
で

の
実

現
の
た
め

，日
本
政
府
が

2
0
14
年
か
ら
東

京
で
開

催
し
て
い

る
国

際
会
議

。
（
２
）
W
A
W
!で

は
，女

性
の
活
躍
推
進
の
た
め

の
我
が

国
の
取
組
・進

捗
を
国
内
外
に
発
信
す
る
と
共

に
，女

性
を
巡

る
様

々
な

課
題

に
つ

い
て

，政
治
，経

済
，社

会
分
野
の
第

一
線
で

活
躍
す
る
人

々
が

経
済

か
ら
国

際
協
力
ま
で
包
括
的
に
議
論

し
，

提
言

を
行

う
。
こ
れ

ら
提
言

は
，国

連
文
書
と
し
て
登
録

。
（
３
）
W
A
W
!前

後
の
期

間
を
「
シ
ャ
イ
ン
・ウ

ィ
ー
ク
ス
」
と
位
置

づ
け
，
関

連
府
省

庁
，市

民
団

体
等

が
開
催
す
る
女
性

関
連
イ

ベ
ン
ト
と
連

携
し
，日

本
全

体
で
女
性
の
活
躍

推
進

の
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
を
促

進
。

１．
国

際
女
性

会
議
Ｗ
Ａ
Ｗ
！

（
ワ
ウ
）
と
は
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第
5
回
国
際
女
性
会
議
W
A
W
!/
W
20

概
要

2
0

1
9
年

1
0
月

女
性
参
画
推
進
室

３
月

2
3
日
（土
）及
び

2
4
日
（日
），
国
際
女
性
会
議

W
A

W
!(

W
o

rl
d

 A
ss

e
m

b
ly

 f
o

r 
W

o
m

en
)を
東
京
に
て

開
催
。
５
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は

W
2

0
と
の
同
時
開
催
に
よ
り
，
「

W
A

W
! 

fo
r 

D
iv

er
si

ty
」を
テ
ー
マ
に

日
本
及
び
国
際
社
会
が
抱
え
る
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
，
包
括
的
か
つ
多
角
的
に
議
論
。


持
続
可
能
な
開
発
目
標
（

SD
G
ｓ
）
に
謳
わ
れ
た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可

能
で
包
摂
性
と
多
様
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
，
男
性
や
若
者
を
含
む
，
多

様
な
背
景
を
持
つ
参
加
者
が
国
内
外
の
課
題
に
つ
い
て
，
女
性
の
視
点
も
踏
ま
え

つ
つ
議
論
。
２
日
間
合
わ
せ
て
約
３
千
人
が
参
加
。

【参
考
】

１
日
目
：基
調
講
演
，
特
別
挨
拶
，
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
分
科
会
，
２
日
目
：分
科
会
，
特
別
ゲ
ス
ト
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
，
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
閉
会
式
を
実
施
。


安
倍
総
理
は
１
日
目
の
開
会
挨
拶
を
行
っ
た
。
ま
た
，
片
山
さ
つ
き
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
は
，
１
日
目
の

W
A

W
!パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
方
活
性
化
と
雇
用
創
出
，
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
参
加
。
阿
部
外
務
副
大
臣

は
，
２
日
目
の
外
相
に
よ
る
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
マ
ラ
ラ
財
団
共
同
創
設
者

（
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
）
，
バ
チ
ェ
レ
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
，
ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
ミ
ケ
テ
ィ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
副

大
統
領
の
ほ
か
，
７
か
国
（
パ
ナ
マ
，
ド
ミ
ニ
カ
国
，
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
，
ブ
ル
ガ
リ
ア
，
ク
ロ
ア
チ
ア
，
グ
ア
テ
マ
ラ
，
オ
ー
ス

ト
リ
ア
）
の
外
相
が
参
加
し
，
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。


１
日
目
昼
，
山
田
外
務
大
臣
政
務
官
が
基
調
講
演
者
，
パ
ネ
ル
登
壇
者
等
約
１
，
０
０
０
名
を
招
待
し
，
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
主
催
。
白
鳩
太
鼓
の
演
奏
，
空
手
演
舞
，
農
業
女
子
，
水
産
女
子
等
の
ブ
ー
ス
展
示
等
が
行
わ
れ
た
。


２
日
間
に
亘
る
議
論
の
結
果
と
し
て
提
案
さ
れ
た
提
言
を
総
括
文
書
と
し
て
発
出
。
同
文
書
は
国
連
文
書
と
し
て
登
録
。

パ
ネ
ル
・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
：
①
技
術
革
新
と
変
容
す
る
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成
，
②
地
方
活
性
化
と
雇
用
創
出
，
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
，
③
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を
通
じ
た
新
し
い
成
長
の
カ
タ
チ
：女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
，
④
労
働
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
：

ハ
ッ
ピ
ー
な
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
実
現
へ

W
A

W
!分
科
会
の
テ
ー
マ
：
①
多
様
性
を
育
て
る
メ
デ
ィ
ア
と
コ
ン
テ
ン
ツ
，
②
女
性
の
参
画
と
紛
争
予
防
・平
和
構
築
・復
興
，
③
多
様
性
を
成
長
に
：
企
業
経
営
や
職
場
環
境
，

④
家
族
の
未
来
：頼
る
・活
か
す
・分
か
ち
合
う

W
2

0
！
分
科
会
・特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
：①
女
性
起
業
家
が
創
る
新
し
い
市
場
価
値
，
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
投
資
：世
界
の
新
潮
流
，
③
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
，

④
患
者
や
介
護
者
と
し
て
の
女
性
の
就
業
：健
康
格
差
の
是
正
に
よ
る
男
女
平
等
と
労
働
参
加
の
向
上

（
写
真
：
内
閣
広
報
室
提
供
）
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総
括
文
書
概
要

２
日
間
に
亘
る
議
論
を
踏
ま
え
，
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
多
様
な
社
会
の
実
現
に
向
け
，

W
A

W
!参
加
者
１
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
実
践
す
る
と
と
も
に
，
日
本
政
府
は
政
策
の
参
考
と
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
。


技
術
革
新
と
変
容
す
る
社
会
に
お
け
る
人
材
育
成

•
「知
と
知
を
融
合
」，
「社
会
と
知
の
統
合
」を
図
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
が
必
要
。

•
新
た
な
技
術
に
誰
も
が
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
。

•
全
て
の
女
子
に
教
育
の
機
会
を
与
え
，
誰
も
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
，
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
社
会
と
し
て
い
く
べ
き
。

•
固
定
的
な
性
別
役
割
に
つ
い
て
の
偏
見
を
な
く
し
，
男
女
間
に
お
け
る
機
会
の
格
差
の
平
等
を
追
求
す
べ
き
。


地
方
活
性
化
と
雇
用
創
出
，
そ
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

•
地
方
活
性
化
の
取
組
み
に
，
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
推
進
し
，
家
庭
・
地
域
・職
場
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
。

•
地
方
活
性
化
に
関
連
す
る
政
策
・施
策
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
視
点
を
盛
り
込
む
。

•
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
（行
政
，
企
業
，
地
域
な
ど
）の
力
を
結
集
さ
せ
，
先
進
的
な
取
組
み
事
例
を
増
や
し
て
い
く
。


多
様
性
を
育
て
る
メ
デ
ィ
ア
と
コ
ン
テ
ン
ツ

•
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
わ
る
企
業
・従
事
者
に
お
け
る
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
（知
識
・活
用
能
力
）の
早
急
な
向
上
を
図
る
。

•
世
代
間
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
認
識
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
を
再
認
識
し
，
次
世
代
を
担
う
者
た
ち
へ
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
影
響
を
検
証
す
る
。

•
官
民
が
一
体
と
な
り
，
多
様
性
を
育
て
る
コ
ン
テ
ン
ツ
や
メ
デ
ィ
ア
発
信
機
会
を
創
出
す
る
。


女
性
の
参
画
と
紛
争
予
防
・平
和
構
築
・復
興

•
全
て
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
女
性
の
意
味
あ
る
参
画
を
推
進
し
，
そ
の
声
を
和
平
合
意
や
国
造
り
に
反
映
さ
せ
る
。

•
紛
争
下
に
お
け
る
性
的
暴
力
の
加
害
者
に
対
す
る
処
罰
の
追
求
。
被
害
者
に
対
す
る
適
切
な
補
償
と
支
援
。

•
平
和
維
持
の
た
め
の
女
性
の
参
画
の
重
要
性
を
認
識
し
，
政
府
，
市
民
社
会
，
そ
の
他
政
策
決
定
に
携
わ
る
者
の
協
力
・連
携
を
進
め
る
。


多
様
性
を
成
長
に
：
企
業
経
営
や
職
場
環
境

•
企
業
経
営
者
は
，
多
様
性
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
優
先
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
，
働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

•
ま
た
，
多
様
性
は
，
投
資
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
，
多
様
性
を
活
か
す
た
め
の
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
。

•
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
，
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
，
加
害
者
の
地
位
・能
力
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
，
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
徹
底
す
る
。


家
族
の
未
来
：
頼
る
・
活
か
す
・
分
か
ち
合
う

•
官
民
が
連
携
し
て
同
性
婚
や
事
実
婚
等
，
多
様
な
家
族
を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
，
国
は
そ
う
し
た
家
族
の
多
様
性
の
保
護
を
検
討
す
る
。

•
女
性
が
家
庭
内
労
働
を
行
う
べ
き
と
す
る
社
会
的
規
範
を
変
え
る
た
め
の
官
民
を
挙
げ
た
積
極
的
な
施
策
を
行
う
。

•
ひ
と
り
親
世
帯
（特
に
，
母
子
世
帯
）の
貧
困
削
減
の
た
め
，
官
民
で
積
極
的
な
施
策
を
行
う
。
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Ｇ
２
０
大
阪

（女
性
分
野
で
の
成
果
）

１
首
脳
宣
言

女
性
の
労
働
参
画


2

0
2

5
年
ま
で
に
労
働
力
参
加
に
お
け
る
男
女
間
の
格
差
を

2
5
％
削
減
す
る
と
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
・
ゴ
ー
ル
の
進
捗
状
況
を
，

IL
O

/O
EC

D
作
成
の
年
次
報
告
書
に
基
づ
き
，
毎
年
首
脳
レ
ベ
ル
で
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
合
意
。

ST
EM
分
野
を
含
む
女
子
教
育
支
援


質
の
高
い
初
等
・中
等
教
育
，

ST
EM
（科
学
，
技
術
，
工
学
及
び
数
学
）
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
含
め
，
女
子
・
女
性

へ
の
教
育
支
援
継
続
に
コ
ミ
ッ
ト
。

女
性
起
業
家
を
含
む
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
声
の
反
映


女
性
の
起
業
促
進
の
た
め
の
措
置
の
重
要
性
を
確
認
し
，
女
性
起
業
家
資
金
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
W
e-
F
i）
の
継
続
的
な
実

施
を
歓
迎
。


「女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
経
済
参
画
促
進
の
た
め
の
民
間
セ
ク
タ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
（
E
M
P
O
W
E
R
）」
（
注
）
の
立
ち
上

げ
を
歓
迎
。

（
注
）ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
拡
大
と
女
性
の
起
業
家
育
成
を
目
指
し
，
G
2
0
各
国
の
民
間
セ
ク
タ
ー
代
表
（女
性
C
E
O

や
起
業
家
を
含
む
）
が
自
発
的
・
自
律
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
，
民
間
自
身
の
間
で
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
や
，
政
府
へ

の
政
策
提
言
を
行
う
も
の
。

そ
の
他


ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
，
分
野
横
断
的
な
課
題
と
し
て
今
後
も
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
再
確
認
。


教
育
に
お
い
て
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
解
消
に
向
け
た
啓
発
を
継
続
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
。


ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
暴
力
，
虐
待
，
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅
の
た
め
に
措
置
を
と
る
重
要
性
を
再
確
認
。


女
性
の
管
理
職
数
増
加
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
応
し
た
投
資
を
行
う
企
業
の
認
識
を
含
め
，
民
間
部
門
の
取
組
奨
励
の
重

要
性
を
認
識
。
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（注
１
）日
本
，
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
，
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
，
ブ
ラ
ジ
ル
，
カ
ナ
ダ
，
チ
リ
，
エ
ジ
プ
ト
，
フ
ラ
ン
ス
，
ド
イ
ツ
，
イ
ン
ド
，
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
，
イ
タ
リ
ア
，
メ
キ
シ
コ
，
オ
ラ
ン
ダ
，
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
，
セ

ネ
ガ
ル
，
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
，
ス
ペ
イ
ン
，
タ
イ
，
英
国
，
米
国
，
ベ
ト
ナ
ム
，
欧
州
委
員
会
。

（注
２
）
国
連
，

O
EC

D
，

IM
F，

IL
O
，

A
D

B
，
国
連
女
性
機
関
（

U
N

 W
o

m
en
）
，

W
TO
，

W
H

O
，
世
銀
，

W
P

L（
女
性
政
治
指
導
者
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
），

W
2

0
。


冒
頭
，
国
際
機
関
・組
織
よ
り
，
各
々
の
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
に
関
す
る
報
告
書
・
提
言
を
安
倍
総
理
に
手
交
。
引
き
続
き
，
安
倍

総
理
よ
り
，
Ｇ
２
０
大
阪
で
の
女
性
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
，
①
女
性
の
労
働
参
画
，
②
女
子
教
育
支
援
，
③
女
性
起
業
家
を
含
む

女
性
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
声
の
反
映
，
の

3
本
柱
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
，
様
々
な
発
展
段
階
に
あ
る
Ｇ
２
０
の
国
々
が
，
一
致
し
て

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が
，
Ｇ
２
０
全
体
の
更
な
る
発
展
の
大
き
な
推
進
力
に
な
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。


マ
キ
シ
マ
国
連
特
使
よ
り
，
女
性
の
金
融
包
摂
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
共
に
，
女
性
の
活
躍
推
進
は
男
性
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る

と
し
，
男
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
男
性
の
決
意
へ
の
期
待
を
述
べ
た
。


イ
バ
ン
カ
補
佐
官
よ
り
，
世
界
で
最
も
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
女
性
の
能
力
で
あ
る
と
し
，
男
女
が
平
等
に
労
働
市
場
に
参
画
す

る
こ
と
が
経
済
成
長
に
繋
が
る
こ
と
や
，
女
性
起
業
家
支
援
の
重
要
性
，
米
国
の
女
性
支
援
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
。


イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
，
各
国
首
脳
に
よ
る
自
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
か
か
る
政
策
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ

い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
り
ま
と
め
た
プ
レ
ス
・リ
リ
ー
ス
を
発
出
（別
添
）。

２
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
す
る
首
脳
特
別
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

３
事
後
記
者
ブ
リ
ー
フ


報
告
書
・
提
言
を
手
交
し
た
国
際
機
関
・
組
織
の
参
加
を
得
て
，
事
後
記
者
ブ
リ
ー
フ
を
実
施
。
各
々
が
報
告
書
・
提
言
に
つ
い
て
説
明
。


6
月

2
9
日
（土
），
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
，

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
す
る
首
脳
特
別
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
。

2
3

カ
国
・機
関
（
注
１
）
，
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
マ
キ
シ
マ
開
発
の
た
め
の
金
融
包

摂
に
関
す
る
国
連
特
使
（オ
ラ
ン
ダ
王
妃
）及
び
イ
バ
ン
カ
・ト
ラ
ン
プ
米
国

大
統
領
補
佐
官
，
並
び
に
女
性
の
活
躍
推
進
に
取
り
組
む
国
際
機
関
・組

織
（注
２
）
が
参
加
。
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ジェンダー平等及び女性のエンパワーメントに関する宣言 

（骨子） 

 

ジェンダー平等に関するビアリッツ・パートナーシップ 

 2019 年 5 月に G7 ジェンダー平等担当大臣会合で採択された「ジェンダー平等に関する

パリ宣言」を歓迎。我々は，ジェンダー平等アドバイザリー評議会の代表から説明を受

けた。 

 

 ジェンダー平等を促進する法律を効果的に実施し，執行することが女性・女児のエンパ

ワーメントを進める強い力となり得ることを認識。我々は，それらの法律が無差別であ

ることを確保すべく，その適切なモニタリングを奨励。 

 

 世界中の余りに多くの女性・女児が差別的な法律及び法的な保護の欠如により影響を受

けていることに最も深い懸念を表明。我々の国内のコミットメントとは別に，関心を有

する国が現状を是正しジェンダー平等を推進する法律の策定，執行及びモニターを行う

ことを，様々な専門性及び開発メカニズムを通じて支援する用意がある。G7 からこれら

の国々に対する支援は，既存の G7 説明責任作業部会によりモニター。 

 

 北京宣言及び行動綱領の25周年を記念するジェネレーション平等フォーラムが2020年

にメキシコ及びパリで開催されること，並びに，ビアリッツ・パートナーシップの加盟

国がこの文脈で会合することを歓迎。 

 

紛争関連の性的暴力生存者のための国際的な基金 

 「女性，平和及び安全保障に関するディナール宣言」が紛争に関連する性的暴力の一層

の防止及び対処のために行動するよう国際社会に要請したことを認識。 

 

 加害責任を確保しつつ，現在起きている事案の被害者に対して，具体的な医療，心理的

及び社会的ニーズに迅速に対応する取組を引き続き支援。我々は，ノーベル平和賞受賞

者であるナディア・ムラド氏及びデニス・ムクウェゲ氏らによる自主的な紛争関連の性

的暴力生存者のための国際基金を創設するといった取組を奨励。 

 

女児・女性の教育及び訓練 

 我々は，質の高い教育を平等に受けられることが，特に開発の文脈及び紛争国において，

女児・女性のエンパワーメント及び平等な機会を達成するために極めて重要であると確

信。特に緊急事態及び紛争影響国・脆弱な諸国において，全ての人々のための少なくと

も 12 年間の安全で質の高い教育の機会を増加させるという我々のコミットメントを強

調。女児・女性の質の高い教育へのアクセスを促進するため，開発途上国と協働するよ

う努める。 
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